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2はじめに

◼ 第47回本小委員会（2024年5月15日）において、異常時（電源脱落）対応調整力に関する商品要件等の
整理を行い、ポンプ遮断のような応動を持つリソースを需給調整市場へ応札するための論点整理の中で、システム
改修が不要な対策のひとつとして、50Hz/60Hzの周波数変換装置（以下、「FC」という。）に具備されるEPPS
（周波数低下時に健全側エリアから故障側エリアへ瞬時に電力融通を行う機能）動作分を異常時対応調整力の
必要量として考慮することも一案としていたところ。

◼ 他方で、EPPSの動作仕様（健全側の周波数によっては動作しない）と昨今の周波数滞在率の悪化を踏まえると、
必ずしもEPPSが確実に動作するとも言えないことから、安定供給面にも考慮しながら検討を進めることとしていた。

◼ この点、第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（以下、「運用容量等作業会」という。）（2025年
3月14日）において、健全側への影響を確認した上で、EPPSの動作確実性を高めるよう整定変更※ を行う方向
が示されたことを受け、今回、改めてEPPS動作期待分を、異常時対応調整力の必要量へ反映する方法について
整理したため、ご議論いただきたい。

※ 健全側の起動条件を基準周波数の「▲0.1Hzより大きい場合に動作」→「▲0.2Hzより大きい場合に動作」に変更。
（過去の資料では、▲0.1Hz「より大きい」ではなく、「以上」と記載していたが、正確には整定値より大きい場合に動作する仕様であったため記載を修正）



3（参考） 需給調整市場における検討課題について

出所）第54回需給調整市場検討小委員会（2025年3月4日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_54_haifu.html
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1. EPPS機能と異常時対応調整力の概要について

2. EPPSの整定見直しについて
（運用容量等作業会での整理事項）

3. 異常時対応調整力必要量の考え方の見直しについて

4. まとめ
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5EPPS機能の概要について

◼ FCに具備されているEPPS（Emergency Power Presetting Switch）機能は、50Hz、60Hzエリアそれぞれ
の突発的な事故等による周波数の異常低下に対応し、瞬時に電力融通を行い、故障側系統の周波数を効率的
に回復させることを目的としている。

◼ 新信濃FC、佐久間FC、東清水FC（以下、「固定EPPS」という。）には、固定のEPPS設定量として60万kWが
設定されており、EPPS用に確保されているマージンを使用して故障側へ融通する。

◼ また、飛騨信濃FC（以下、「可変EPPS」という。）においては、故障側と健全側の周波数偏差が逆転しない量を
空容量の範囲内で融通する。

健全側
周波数低下

故障側
周波数上昇

動作時
周波数

EPPS
動作周波数

飛騨信濃FCに実装されているEPPS機能
オンライン取得する系統容量（需要）により、
健全側と故障側の周波数偏差が逆転しない量
を計算し、空容量の範囲内で融通
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EPPSの概要図：50Hzで故障（電源脱落）が発生した場合

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html

※ 過去の資料では、-0.1Hz以上としていたが、正確には整定値より
大きい場合に動作する仕様であったため記載を修正（以下、同様）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html


6（参考） EPPSに期待する効果について

出所）第7回調整力等に関する委員会（2016年1月22日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_07_haifu.html

◼ EPPSは、中西エリア、東エリアでそれぞれ期待する内容は異なるものの、送電線ルート故障（N-2）や送電線N-1
故障での大規模電源脱落等があった際の負荷遮断量の抑制・回避等が期待されている。

◼ また、周波数維持制約で決まる連系線の運用容量算出にもEPPS見込み量が織り込まれており、連系線ルート断
（系統分離）時の受電側の周波数低下を抑制することが期待されている。

◼ その他にも、大規模地震による電源脱落等、ブラックアウトに至るリスクがあるような周波数の大擾乱に対して、確実
に動作することが期待されている。

出所）2024年度第4回運用容量検討会（2025年2月12日）資料1-2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2024/unyouyouryou_2024_4_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/chousei_07_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2024/unyouyouryou_2024_4_haifu.html


7（参考） 現状のEPPS整定の考え方について

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html


8（参考） 東京中部間連系設備で確保しているマージンについて

出所）2024年度第1回マージン検討会（2025年2月12日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/margin/2024/margin_kentoukai_2024_1.html

◼ 固定EPPS動作時に確実に融通できるよう、60万kWのマージンを常時確保※している。

◼ なお、前述したとおり、上記マージンに加えて空容量があれば、可変EPPSで決定した量も追加で融通する。

※ エリア間補正融通（旧需給ひっ迫融通）実施時や下げ代不足融通時に、確保しているマージンを使用する場合がある。

https://www.occto.or.jp/iinkai/margin/2024/margin_kentoukai_2024_1.html


9（参考） 飛騨信濃FCに実装されているEPPS機能

出所）第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2020年1月28日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/chousei_jukyu_47_haifu.html

◼ 系統容量（需要）のオンライン情報をもとに、健全側と故障側で周波数偏差が逆転しない量を追加で融通する。

◼ 系統容量が小さい場合、追加融通できる量は小さくなるが、系統容量が大きい場合、融通可能量は大きくなる
（偏差が逆転しない範囲） 。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/chousei_jukyu_47_haifu.html


10（参考） 電源脱落発生時の周波数変化のイメージ

出所）送配電網協議会HP「大規模停電回避に向けて ～ 系統周波数維持の取組み ～」
https://www.tdgc.jp/information/docs/367f2ce75b42f870fdb4fdf96001a02de8aa135c.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_66_08.pdf
https://www.tdgc.jp/information/docs/367f2ce75b42f870fdb4fdf96001a02de8aa135c.pdf


11（参考） 周波数制御体系について

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）参考資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html


12至近の周波数滞在率悪化に伴うEPPS動作への影響について

◼ EPPS健全側動作条件として、「基準周波数－0.1Hzより大きい」に設定されているため、昨今の周波数±0.1Hz
滞在率悪化に伴って、EPPSの健全側動作条件を満たさない確率が年々上がっており、電源脱落等の周波数低下
事象発生時にEPPSが確実に動作できず、その目的を果たせなくなる問題があった。

◼ 上記の問題点を踏まえ、運用容量等作業会において、動作確実性を向上させる方法を深掘り検討していたところ。

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html


13（参考） EPPS制御の概要について

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html


14需給調整市場における異常時対応調整力について（１／２）

◼ 需給調整市場における異常時対応の調整力の考え方としては、電源脱落が発生した場合に、小売電気事業者が
追加供給力を確保するまでの間、周波数低下を一定の範囲内に抑え、周波数を回復させるための調整力となる。

◼ 電源脱落に対応する量は、各エリアで分担することができるため、50Hzおよび60Hz毎の同一周波数連系系統の
単機最大ユニット容量を、同一周波数連系系統の各エリアの系統容量をもとに按分した量として調達をしている。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


15需給調整市場における異常時対応調整力について（２／２）

◼ また、電源脱落発生時の具体的な応動としては、応動時間の短いGF機能（一次）で周波数低下を一定範囲内
に抑え、その後LFC（二次①）やEDC（三次①）で発電機の持替えを行いながら、周波数を回復させることから、
異常時対応調整力としては、一次・二次①・三次①の内数としてそれぞれ確保している。（最終的には、小売電気
事業者が代替電源により供給力を確保し、電源脱落対応分の調整力を回復させる）

出所）第1回需給調整市場検討小委員会（2018年2月23日）資料4より抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html


16（参考） 需給調整市場で取引する商品について

◼ 需給調整市場で取引をする商品は、一次、二次①、二次②、三次①、三次②の計5商品となる。

◼ 一次～三次①は、GCから実需給断面における時間内変動・予測誤差等に対応する「平常時対応の調整力」と、
電源脱落等に対応する「異常時対応の調整力」を調達することとしている。

◼ 「平常時対応の調整力」としては、時間内変動であるサイクリック分（極短周期成分）、フリンジ分（短周期成分）、
予測誤差であるサステンド分（長周期成分）に区分し、商品ごとに各事象に対応することとしている。

◼ このうち、一次はサイクリック分に対して自端制御（GF）で対応する調整力、二次①はフリンジ分に対してLFC信号
により対応する調整力としており、また、サステンド分に対しては、 GC（実需給1時間前）時点の計画と実績需要
の差分（予測誤差）に対応する調整力であるが、そのうちコマ間の差に対応する（短い応動時間が求められる）
調整力を二次②、コマ間で連続する量に対応する（継続時間が求められる）調整力を三次①と区分している。

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


17(参考)  一次～三次①の必要量算定式

出所）第44回需給調整市場検討小委員会（2023年12月21日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_44_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2023/2023_jukyuchousei_44_haifu.html


18異常時対応調整力の考え方見直しに関する議論について

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html

◼ 第47回本小委員会（2024年5月15日）において、異常時対応調整力の必要量に関するシステム改修が不要
な対策の一つとして、周波数低下時にEPPS動作期待量について異常時対応調整力の必要量から控除できないか
という議論があった。

◼ 他方で、前述した通り、昨今の周波数滞在率悪化を踏まえると、稀頻度ではあるものの、EPPSが動作しないことも
考えられることから、EPPS動作の考え方見直し等も含めて、安定供給面も踏まえて継続検討していくこととしていた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_47_haifu.html
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1. EPPS機能と異常時対応調整力の概要について

2. EPPSの整定見直しについて
（運用容量等作業会での整理事項）

3. 異常時対応調整力必要量の考え方の見直しについて

4. まとめ
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20EPPS動作確実性向上のための整定変更について

◼ 前章のとおり、EPPSは健全側動作条件が「－0.1Hzより大きい」に設定されているため、昨今の周波数±0.1Hz
滞在率悪化に伴い、必要時に確実に動作するとは言えないことから、第3回運用容量等作業会（2024年10月
10日）において、健全側の動作条件を「－0.1Hzより大きい」から「－0.2Hzより大きい」に変更する案を提示した。

◼ 見直しに伴う健全側への影響を確認するため、第6回運用容量等作業会（2025年3月14日）において、周波数
が低下しやすい軽負荷ケース、可変EPPSの動作量が大きくなる重負荷ケースにおいて、シミュレーション※を実施した。

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html

出所）第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年3月14日）資料7をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html

※ 軽負荷期シミュレーションは、今後の調整力必要量の変化の可能性も踏まえて、異常時対応調整力必要量を1/4程度に減らした過酷な条件で実施。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html


21軽負荷時のシミュレーションについて

◼ 軽負荷時のシミュレーション結果は下図のとおり、前提条件として、異常時必要量が1/4しか確保できていない場合
においても、負荷制限周波数（中西地域:59.3Hz、東地域:49.0Hz）に至らないという結果となった。

◼ また、今回のシミュレーションは、以下の3つの条件設定から、実際よりも厳しい条件を模擬したシミュレーションとなって
おり、実際の挙動としてはシミュレーション結果ほど周波数低下はしないと考えられる。

➢ 一次必要量の異常時分を1/4としており、周波数低下時に動作するGF動作量が少ない条件で行っていること

➢ EPPSを動作させる前の事前周波数調整時（－0.2Hzスタート）に、GFが一定程度動作していること

➢ 実際の断面では並列している揚水ポンプ遮断を考慮していないこと（実際は揚水ポンプ遮断により周波数低下を抑制）

中西エリアシミュレーション結果 東エリアシミュレーション結果

出所）第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年3月14日）資料7をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html


22(参考) 軽負荷時シミュレーションの内容について

出所）第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年3月14日）資料7
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html


23重負荷時（可変EPPS動作時）のシミュレーションについて

◼ また、固定EPPSに加えて、可変EPPSの動作量が大きくなる重負荷時のシミュレーション結果は下図のとおりとなり、
EPPSが1,189MW（固定600MW＋可変589MW）動作しても、負荷制限周波数（中西地域:59.3Hz、
東地域:49.0Hz）には至らない結果となった。

中西エリアシミュレーション結果 東エリアシミュレーション結果

出所）第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年3月14日）資料7をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html


24(参考) 重負荷時（可変EPPS動作時）シミュレーションの内容について

出所）第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年3月14日）資料7
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html


25EPPS整定変更の方向性について

◼ 軽負荷時および重負荷時（可変EPPS動作時）のシミュレーション結果より、負荷制限や連鎖的な発電機脱落が
起こる可能性は低く、整定変更に伴う健全側への影響は軽微であることが確認できたため、一般送配電事業者等
の準備が出来次第、EPPS整定変更（健全側起動条件「－0.1Hzより大きい」⇒「－0.2Hzより大きい」）を行う
方向となった。

◼ これにより、動作確実性向上が期待できるようになるため、需給調整市場の異常時必要量からEPPS分を控除可能
かどうかについての検討に関しては、本小委員会と連携しながら進めていくこととされた。（その後、2025年4月8日に
EPPS整定変更実施）

出所）第6回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2025年3月14日）資料7をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_06_haifu.html


26（参考） EPPS整定見直しによる効果について

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_03_haifu.html


27

1. EPPS機能と異常時対応調整力の概要について

2. EPPSの整定見直しについて
（運用容量等作業会での整理事項）

3. 異常時対応調整力必要量の考え方の見直しについて

4. まとめ

目次



28異常時（電源脱落）対応調整力の考え方の見直し（１／３）

◼ 現行の異常時（電源脱落）対応調整力については、50・60Hzそれぞれで単機最大ユニット脱落に対応できる量
を確保しており、 50・60Hzそれぞれで同時に単機最大ユニット脱落が起こった場合に対応できる量、言い換えると、
日本全体で単機最大ユニット脱落に対応できる量（N-1）ではなく、2つの単機最大ユニット脱落（N-2）に対応
できる量を確保しているとも言える。

◼ これは、直流設備による制約から、50・60Hz間の一次・二次①調整力の運用は行うことができず、電源脱落への
対応が難しいことから、各同期連系系統毎に確保していたと考えられる。

◼ この点、EPPSの整定見直しにより動作確実性が向上したことに伴い、単機最大ユニット脱落時の周波数低下時に、
健全側エリアから故障側エリアへの融通が期待できることから、異常時対応調整力必要量においては、EPPS動作分
を考慮（控除）することができるとも考えられるため、次頁以降で、一次・二次①・三次①それぞれの成分について、
EPPS動作分に置き換えた場合の対応可否について整理を行った。

60Hz
[中西地域]

FC

GG

EPPS動作量
60万kW＋α

電源脱落

60Hz系統で、単機最大電源脱落時の異常時調整力を確保

G

50Hz
[東地域]

G

GG

50Hz系統で、単機最大電源脱落時の異常時調整力を確保

EPPS動作と現行の異常時対応調整力のイメージ



29(参考) 各直流設備を用いた二次①、一次の広域運用可否について

出所）第52回需給調整市場検討小委員会（2024年12月5日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_52_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_52_haifu.html


30異常時（電源脱落）対応調整力の考え方の見直し（２／３）

◼ まず、一次成分について、通常の一次調整力においては、異常時要件を踏まえると、周波数低下継続時に応動し、
10秒以内に供出可能な量を供出することになる。

◼ 一方で、EPPS動作分については、周波数が－0.4Hz以上低下時に0.2秒で動作することから、0.4Hz低下までは
周波数回復に寄与しない※ものの、0.4Hz低下時は瞬時に約600MWの電力を融通することになる。

◼ この点、仮に1.0Hz程度の低下が10秒程度で起こった場合、10秒時点の融通量（動作量）は、一次調整力と
ほぼ変わらず、電源脱落に伴う周波数低下に十分に対応できると考えられる。

出力値

-0.4Hz低下時点

10秒

時間

電源脱落等が発生した時点

種別 応動

黒 一次
基準周波数から継続的な周波数
低下に対し、継続的に上げ調整力
供出

赤
EPPS
動作

-0.4Hz低下時に、瞬時に600MW
融通

600
MW

一次調整力の応動とEPPSによる融通のイメージ図

※ 0.2Hz～0.4Hz低下の間については、確保している異常時対応調整力や手動でのポンプ遮断等で対応することになる。



31

◼ 電源脱落による周波数低下では、10秒程度で周波数低下の最大値に達することとなるため、仮に、最大で1Hzの
低下が発生するとした場合、電源脱落時の周波数の時間変動については、以下のグラフのようなイメージとなる。

周波数

10秒

時間

と

基準周波数
ー0.2Hz

基準周波数
ー0.5Hz

基準周波数

2～3秒0秒

【電源脱落時の周波数の時間変動イメージ】

電源脱落
発生時点を
0秒とする

平常時応動

基準周波数
ー0.4Hz

EPPS動作

ポンプ遮断

(参考) 電源脱落時の周波数の時間変動イメージ



32(参考) 一次供出可能量の考え方の見直しについて

出所）第49回需給調整市場検討小委員会（2024年7月30日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html


33異常時（電源脱落）対応調整力の考え方の見直し（３／３）

※1 GC前のコマ以降の対応になるため、事業者の対応時間も考慮すると、電源脱落があったコマを起点として3コマ目以降になることが考えられる。
※2 二次①は平常時対応分は広域運用未対応（2026年度以降）だが、異常時対応分は周波数低下に伴い広域的に調整力が発動される

ことから実質的に広域運用しているともいえる。

Nコマ N+1コマ N+2コマ N+3コマ

★
電源脱落発生

GC
GC

GC

TSOの調整力により対応
BGの調達した
電源により対応

BGによる計画変更・電源調達

電源脱落時の対応のイメージ図

◼ 次に、二次①・三次①成分について、EPPS動作後、発電または小売事業者が代替電源を調達するまでの間※1に
ついては、第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2020年1月28日）において、故障側エリア
の一般送配電事業者が上げ調整力発動により、EPPS受電で増加した潮流を計画潮流まで戻すと整理されている。

◼ 一方で、EPPS動作分は事前に確保しているFCマージンを使用して送電している（運用容量超過ではない）点、
また、現在は調整力の広域運用が行われている点※2を踏まえると、発動された広域的な調整力により、数コマ程度、
電源脱落分に対応し続けることは問題ないと考えられるのではないか。（次の続発事故に備えて、あくまでも余力を
活用した上で計画潮流に戻すこと自体は問題ないと考えられる）

◼ このため、異常時対応調整力の二次①・三次①成分についても、EPPS動作分により対応できると考えられる。



34(参考) 空容量を活用したEPPS動作後の対応について

出所）第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2020年1月28日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/chousei_jukyu_47_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/chousei_jukyu_47_haifu.html


35異常時（電源脱落）対応調整力必要量の考え方について（１／２）

◼ 前述のとおり、異常時（電源脱落）対応調整力の全成分（一次・二次①・三次①）において、EPPS動作分を
考慮（控除）することができるため、続いて、具体的にどのように控除するかについて検討を行った。

◼ 控除の方法（必要量の算定方法）としては、50Hz・60Hzそれぞれで確保している単機最大ユニット脱落分から、
固定のEPPS動作量（通常は600MW※）を引くことが考えられる。

◼ 一方、控除後の異常時対応調整力が固定のEPPS動作量未満となった場合、健全側エリアとしてEPPS融通する
ことで平常時対応調整力まで使ってしまい、健全側エリアの通常の需給運用に支障をきたすことが考えられる。

◼ そのため、50Hzおよび60Hz毎の同一周波数連系系統の単機最大ユニット容量からEPPS動作期待分を控除
した量が、EPPS動作期待分を上回る場合は「単機最大ユニット容量ーEPPS動作期待分」、下回る場合は
「EPPS動作期待分固定」とし、これを同一周波数連系系統の各エリア系統容量を元に按分した量としてはどうか。

G

60Hz
[中西地域]

FC

G

G

G

EPPS動作量
60万kW＋α

電源脱落

異常時調整力確保量：単機最大ユニット容量

50Hz
[東地域]

G

G

60Hzの単機最大ユニット容量ーEPPS動作分≧EPPS動作分
→単機最大ユニット容量－EPPS動作分（通常600MW）

60Hzの単機最大ユニット容量ーEPPS動作分＜EPPS動作分
→EPPS動作分固定（通常600MW）

50Hzの単機最大ユニット容量ーEPPS動作分≧EPPS動作分
→単機最大ユニット容量－EPPS動作分（通常600MW）

50Hzの単機最大ユニット容量ーEPPS動作分＜EPPS動作分
→EPPS動作分固定（通常600MW）

異常時調整力確保量：単機最大ユニット容量

【異常時対応調整力の考え方見直し後のイメージ】

※ 複数のFC故障等により、固定EPPS動作量600MWが確保できない場合もある。



36異常時（電源脱落）対応調整力必要量の考え方について（２／２）

◼ 前述の考え方にもとづき、異常時（電源脱落）対応調整力必要量を試算した結果については下表のとおりであり、
全9エリアで合計約1,000MW（約45%）の必要量低減となる見込み。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 合計

現行
同一周波数連系系統の
単機最大ユニット容量

（エリア系統容量按分値）

70 197 735 342 71 362 146 67 204

2,193

1,002 1,192

見直し
案

単機最大ユニット容量から
EPPS期待量を控除

（上記が600MW以下となる
場合は600MW固定）

42 118 440 172 36 182 73 34 103

1,200

600 600

【異常時（電源脱落）対応調整力必要量（2024年データの年間平均値） 】 単位：MW

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 合計

見直し案/現行
（低減率）

60％
（▲40%）

50％
（▲50%）

55%
（▲45%）



37(参考) 一次供出可能量の考え方への影響について

出所）第49回需給調整市場検討小委員会（2024年7月30日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html

◼ 第49回本小委員会（2024年7月30日）において、平常時と異常時の比率が概ね1:2であることに着目し、供出
可能量の考え方を見直し、今後必要量の比率等に変化が生じた場合は、必要に応じて見直しを行うこととしていた。

◼ 今回の見直し（一次異常時調整力の代わりにEPPS600MWを考慮）により、一次必要量の平常時と異常時の
比率は変わることになるが、上記の考え方は揚水機のように0.6Hz低下時の供出量が0.2Hz低下時の供出量の
3倍になる（0.2Hz低下時は確保量の1/3しか動作しない）リソースばかりになった場合に備えた考え方となる。

◼ この点、現状は火力機（機械的限界により0.6Hz低下時・0.2Hz低下時ともに供出量が同じ）も相当に存在し、
平常時必要量を充足しない断面は殆どないと考えられることから、一次供出可能量の考え方の見直しは不要とし、
今後、一次リソースの電源種比率が変わる等、何等かの状況変化があれば改めて検討することとしたい。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html


38異常時対応調整力必要量の考え方見直しによる影響評価

◼ 一方、異常時（電源脱落）対応調整力必要量からEPPS分を控除することで、健全側のEPPS送電の原資となる
一次調整力が減り、EPPS動作時への健全側への影響があることが考えられる。

◼ この点、第6回運用容量等作業会で、軽負荷時シミュレーション（EPPS600MW動作）において、異常時調整力
を1/4程度に減らした状態※1で行い、600MW程度の動作であれば影響が軽微であることを確認できている。

◼ 今回、更に追加で重負荷シミュレーション（EPPSが最大約1,200MW動作）において、異常時調整力を減らした
状態※2での追加シミュレーションを実施し、こちらも結果としては影響が軽微であることが確認できた。

※1 中西エリア：異常時対応調整力1188MW⇒297MW、東エリア：異常時対応調整力930MW⇒232MW
※2 中西エリアは600MW控除でシミュレーションを実施、東エリアはEPPS整定変更検討時に追加で実施していた

異常時1/4（706MW控除）確保でのシミュレーション結果を使用

中西エリアシミュレーション結果 東エリアシミュレーション結果

EPPS 動作
（1189MW）

EPPS 動作
（1189MW）



39（補論）異常時対応調整力の考え方見直しに伴う系統特性定数への影響

◼ 中西エリアの系統特性定数5.2%MW/1.0Hzは、GFを3%程度確保を前提としているが、今回の見直しにより、
GFに相当する一次調整力（平常時と異常時の合計）が系統容量の3%を下回る断面が増えることも考えられ、
系統特性定数を使用している周波数制約要因の運用や、系統安定化装置に影響が出る可能性※がある。

◼ 他方、今回見直す異常時必要量は単機最大ユニット電源脱落（N-1）に対応するためのものであり、N-1信頼度
基準（負荷制限を回避）を遵守した上で、調整力確保費用を削減する取組みといえる。

◼ この点、N-2信頼度基準（負荷制限を許容）を踏まえると、N-2事故影響（ex.負荷制限量の増加）を懸念し、
異常時対応調整力を必要以上に確保することは調整力費用の観点からも非合理的と考えられる。

◼ 上記の系統特性定数への影響（主にN-2事故影響）については、再算定や低下補填等、運用容量等作業会で
整理が進められていることから、引き続き、そちらとも連携して検討を進めていくこととしてはどうか。

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料3-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html

系統特性定数算出時のシミュレーション結果 系統特性定数算出時のシミュレーション条件

※ 足元では3%を下回るのが重負荷期（周波数が低下しづらい断面）中心、ならびに59.1HzUFR等により系統崩壊に至るような事象は防止できている。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html


40(参考) 中西系統の系統特性定数の評価（周波数低下実績比較について）

◼ 電源脱落時の周波数特性実績との比較による分析を継続しており、現在に至るまでおおよそ基準値通りであること
（もしくは基準線より上にプロットされ、安定供給への支障がないこと）が示されている。

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html
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1. 異常時対応調整力とEPPS機能の概要について

2. EPPSの整定見直しについて
（運用容量等作業会での整理事項）

3. 異常時対応調整力必要量の考え方の見直しについて

4. まとめ
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◼ 今回、運用容量等作業会で、EPPS動作確実性向上のための整定見直しの方向性が示されたことから、異常時
（電源脱落）対応調整力からEPPS動作分を控除できるかについて検討した結果は以下のとおり。

【異常時（電源脱落）対応調整力からEPPS動作分を考慮（控除）する考え方】

➢ 一次成分については、仮に1.0Hz程度の低下が10秒程度で起こった場合、10秒時点の融通量（動作量）は、
一次調整力とほぼ変わらず、電源脱落に伴う周波数低下に十分に対応できると考えられる

➢ 二次①・三次①成分についても、EPPS動作後の数コマ程度であれば、 EPPSにより融通した供給力により対応
することも可能であると考えられる

【異常時（電源脱落）対応調整力必要量の考え方】

➢ 50Hzおよび60Hz毎の同一周波数連系系統の単機最大ユニット容量からEPPS動作期待分を控除した量が、
EPPS動作期待分を上回る場合は「単機最大ユニット容量ーEPPS動作期待分」、下回る場合は「EPPS動作
期待分固定」とし、これを同一周波数連系系統の各エリア系統容量を元に按分した量

➢ これら異常時（電源脱落）対応調整力必要量からEPPS分を控除することによる、EPPS動作時への健全側への
影響も軽微であることも確認できた

◼ 以上を踏まえ、一般送配電事業者等の準備（必要量見直し対応等）が出来次第、異常時（電源脱落）対応
調整力からEPPS動作分を控除する運用を開始することとしてはどうか。


